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くしろ100年事業「阿寒湖周辺スタディートリップ」

～阿寒の自然の神秘と魅力に迫る～
問合先　市役所都市経営課企画担当（M31-4502）

　くしろ100年事業「阿寒湖周辺スタディートリップ」は、７月30日に50人以上の市民の方々にご参加いただき、無事終了しました。

蝦名市長、秋里副市長がお見送りに
駆けつけてくれました。

市役所防災庁舎前より出発！
出発式

スポット① 双湖台

スポット② 阿寒湖・チュウルイ島

▲若菜先生のガイドの様子

双湖台から見える菱形の湖「ペンケトー」は雄阿寒岳の溶岩が作り出した形だったのです！

●参加者の声●
・小学校の修学旅行を思い出した
・景色がきれいだった！

マリモが丸くなる理由には、長い歴史の中で形成された阿寒湖の地形と風が
深く関係していました！

●参加者の声●
・マリモは丸いものだと思っていたが実は
　貴重だと知った！

●参加者の声●
・阿寒の見事な地形と世界にここだけの
　マリモをもっとＰＲしたい！

※当日資料より抜粋

雄阿寒岳
阿寒湖

ペンケトー

①双湖台●

パンケトー②マリモ展示観察センター
　（チュウルイ島）

241

240

ゼロカーボンパーク登録地としての取り組み 脱炭素、脱プラスチックの取り組みを給水スポットやエコ弁当で体験

●参加者の声●
・エコ弁当がとてもおいしかった！
・脱炭素等の取り組みをもっとＰＲすべき！

　仕切りに笹の葉を使うなど、プラスチックごみが出ないよう
配慮された、お食事処味心の「エコ弁当」。ヤマメやフキ、鹿
肉など地元食材がふんだんに使われていました。

これからの 
100 年に向けて…

●参加者の声●
・自然を見るだけでなく体感できる観光を目標にしてみては？
・自分の住むこのまちを好きになることが前提。
・地域の特性をもっと子どもたちに教育して欲しい。
・自然を後世に残す努力を私もしていきたい。

参加者および応募してくださった
皆さん、ご協力いただいた企業の
皆さん、ありがとうございました。


